
2022年 11 月 卒後藤谷塾 議事録 
開催日 2022 年 11 月 9日（水）7:00～8:00 
 
■活動報告  
 ①所属部署 
 ②活動内容 
 ③困っていること、その他相談など 
 
【5期生】 
A（神奈川県） 
①看護部 
②集中治療室業務 NDC研修生のお手伝い 
③特になし 

 
B（東京都） 
①脳神経外科、総合診療科 
②脳神経外科：脳卒中 A初療対応 代行入力 多職種カンファレンス 病棟患者管理対応 

特定行為の実施、家族対応代行、メディエーター業務、ISLS 
  総合診療科：代行入力、カルテ記載、特定行為の実施 
③とくになし 

 
C（東京都） 
①総合診療科 
②検査・処方・点滴の代行入力、カルテ記載、入浴介助や口腔ケア・食事介助を行い必要な情
報をチーム医師へと共有、救急外来から内科入院依頼がきた患者の初期対応、HCU 退室患
者から病棟へのつなぎ（情報共有）、総合診療科チーム内の患者管理、医師が外勤や外来等で
不在時の対応、退院前カンファレンスのファシリテーター、ルート確保困難患者のエコー下
穿刺、COVID-19 病棟患者のリハビリ・食事形態評価・退院調整、初期研修医へルート確保
や採血指導、他科依頼の PICC挿入、認定看護師と合同レクチャー実施 

③特になし 
 
D（東京都） 
①総合診療科 
②コロナ診療、検査・処方などの代行入力、入院対応、病棟管理、特定行為の実施 
③特になし 

 
E（静岡県） 
①看護部 



②代行入力、内科の患者管理、脊椎麻酔の循環動態の管理、コロナの検体採取、 
整形外科の地域包括ケア病棟入院中の患者管理 

③特になし 
 
F（東京都） 
①看護部 外来 
②訪問診療同行、院内緩和ケアラウンド 
③特になし 

 
G（神奈川県） 
①看護部 
②内科病棟管理 
③特になし 

 
【6期生】 
H（山梨県） 
①看護部 脳外科 
②脳外科患者の病棟管理・代行入力・カルテ記載、特定行為 
③なし 

 
J（茨城県） 
①内科、整形外科 
②入院患者の受け持ち、検査指示出しなどの代行入力、救急車対応、救急搬送時の救急車同乗、
動脈血採血・評価、気管カニューレ交換  

③特になし 
 
K（三重県） 
①整形外科 
②整形患者血糖コントロール・点滴処方、発熱時対応・抗生剤処方、回診同行、 
整形外科手術介助 

③なし 
 
L（神奈川県） 
①腎臓内科→11月より脳神経外科 
②入院患者管理、代行オーダー入力、特定行為の実施、研修診療科外で重症あるいは気になる
患者（ICU 退室後の患者や病棟 Ns から相談を受けた患者など）のラウンド、手術やカテー
テル治療時の助手、食事介助や離床介助・トイレ誘導。 

③なし 



 
■症例発表 
発表者：発熱を主訴に救急搬送された一例 
診断名 逆行性胆管炎 
Active Problem ＃発熱＃炎症反応上昇＃膿尿＃肝内胆管拡張＃胆道気腫＃低 K血症 
鑑別＃尿路感染、＃胆管炎 
経過 
尿路感染症に対しては抗菌薬継続、胆道系に対しては ERCP(EST、ERBD tube 留置)施行した 
ERCP 時に乳頭より口側十二指腸に胆嚢頸部から総胆管につながる瘻孔を認めた 
ERCP 翌日に解熱、食事再開となった 
ERCP 施行 7 日後に瘻孔に対する処置は実施せず ERBD tube 抜去のみを行った 
臨床経過は良好であったため抗菌薬投与 10 日で終了、入院 16 日目で退院となった 

Take home message・アドバイス 
・肝内気腫は門脈ガスか胆道気腫かを判断する 
 門脈ガスは末梢へ分布、胆道気腫は中枢に分布する 
・一文サマリーとしてまとめる場合は PLS内服患者であることにも注目する 
・造影 CT 撮影は、搬送時や来院時には行われず入院後精査目的に撮影する場合が多いが、診断
目的に早期に撮影が推奨されるという意見もある 

・感染症を疑う場合は、感染臓器、宿主、起因菌の三点に注目し考察する 
・感染症を疑う場合は、グラム染色や Filmarrayなどから情報を得て起因菌の想定を行う 


